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2 フィジカルアセスメントの位置づけ 2 消化器系のアセスメント
2 感覚器系のアセスメント 2 代謝・栄養の基礎知識
2 呼吸器系のアセスメント 2 栄養のアセスメント
2 循環器系のアセスメント 2 筋・骨格系のアセスメント
2 循環器系のアセスメント 2 腎・泌尿器系のアセスメント
2 小児のフィジカルアセスメント 2 神経系のアセスメント
2 模擬患者への血圧測定 2 精神のアセスメント
2 実技試験（血圧測定） 2 実技試験（呼吸音聴取）

















Ⅲ．研 究 目 的
　本研究の目的は実践看護学実習Ⅱにおける学生の血圧測定技術の獲得体験の
実態を明らかにすることである。














































































％）、60～69歳が 9 名（20.5％）、50～59歳が 6 名（13.6％）、90～99歳が 2 名（4.5％）、

















































状況は、ほぼ毎日測定した学生は28名（63.6％）、 5 ～ 6 回測定した学生は11名






























表 7 　実践看護学実習Ⅱにおける血圧測定の頻度 n=44（名）
　　　 頻　　度 人（％）
ほぼ毎日測定した
実習中 5 ～ 6 回測定した












































































差を比較すると、毎日実施した学生は4.2点、 5 ～ 6 回実施した学生は3.4点、








者と一致し自信が増した」 9 名（20.5％）、「家でも練習した」 7 名（15.9％）であ
った（表10）。
　実践看護学実習Ⅰにおける老人保健施設の実習で血圧測定を体験していた学
生41名のうち16名（36％）は自己評価 1 ～ 3 点を選択していた。老人保健施設で
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